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会津若松市農業の概要
（出典：2020年農林業センサス）

・農家戸数　1,718戸　・農家人口　6,678人
・経営耕地面積　6,642ha（田6,019ha・畑463ha・樹園地160ha）

みて・さわって・たべて学ぶ自然のちからみて・さわって・たべて学ぶ自然のちから

◦認定こども園「こばとらんど」　農業体験
の取組����������������２

◦農業経営意向調査結果のお知らせ�３～４

◦「令和７年度農地等利用最適化推進施策の
改善に関する意見書」への対応�����５

◦お知らせ��������������６主
な
内
容

（元気いっぱい！こばとらんどの園児たち）

みて・さわって・たべて学ぶ自然のちからみて・さわって・たべて学ぶ自然のちから
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認
定
こ
ど
も
園

　「
こ
ば
と
ら
ん
ど
」

農
業
体
験
の
取
組

　
町
北
町
上
荒
久
田
の
認
定
こ
ど
も
園
「
こ
ば
と
ら

ん
ど
」
で
は
、
ク
ラ
ス
活
動
の
中
に
農
業
体
験
を
取

り
入
れ
て
お
り
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
イ
チ
ゴ
や
サ

ツ
マ
イ
モ
を
は
じ
め
と
し
た
野
菜
や
果
物
を
育
て
て
い

ま
す
。
訪
問
し
た
6
月
は
、
イ
チ
ゴ
狩
り
の
最
中
で

し
た
が
、園
で
は
、所
有
し
て
い
る
畑
の
近
く
に
遊
び

場
が
あ
り
、保
護
者
の
方
々
の
お
手
伝
い
等
は
な
く
、

外
遊
び
に
行
く
つ
い
で
に
園
児
達
が
苗
植
え
か
ら
水

や
り
等
の
お
世
話
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
園
児
が
食
や
農
と
触
れ
合
う
機
会
を
拡
充
し
、
農

業
体
験
事
業
の
更
な
る
推
進
を
図
る
た
め
、
本
年
5

月
に
約
350
㎡
の
畑
を
新
た
に
取
得
し
、
現
在
で
は
合

計
約
3,800
㎡
の
面
積
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
１　
園
児
た
ち
は
農
業
体
験
に
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
し

て
い
ま
し
た
か
？

Ａ
１
　
季
節
の
野
菜
に
興
味
を
持
ち
、
成
長
の
過
程
を
見
た

り
収
穫
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

Ｑ
２
　
農
業
体
験
を
通
じ
て
、
園
児
に
ど
の
よ
う
な
成
長
や

変
化
が
見
ら
れ
ま
し
た
か
？

Ａ
２
　
自
分
達
で
収
穫
し
た
い
ち
ご
を
パ
フ
ェ
に
し
た
り
、

下
の
学
年
に
も
食
べ
て
も
ら
お
う
と
い
う
優
し
さ
も

み
ら
れ
ま
し
た
。

Ｑ
３
　
農
業
体
験
を
安
全
に
行
う
た
め
に
、
特
に
配
慮
し
た

点
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
３
　
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
短
時
間
で
の
活
動
、
水
分
補

給
に
注
意
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
畑
ま
で
の
道
が
竹
林
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
整
備
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

農
地
取
得
の
目
的
等
に
つ
い
て

11
月

10
月

９
月

８
月

７
月

６
月

５
月

秋
野
菜
、
果
物
収
穫

（
大
根
、
柿
、
落
花
生
等
）

秋
野
菜
、
果
物
収
穫

（
さ
つ
ま
い
も
、
人
参
、

リ
ン
ゴ
、
キ
ウ
イ
等
）

さ
つ
ま
い
も
収
穫（
年
長
）

夏
野
菜
収
穫

（
ピ
ー
マ
ン
、
ト
マ
ト
、

キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
、
ス

イ
カ
、
マ
ク
ワ
ウ
リ
等
）

じ
ゃ
が
い
も
掘
り
・

夏
野
菜
収
穫

（
ピ
ー
マ
ン
、
ト
マ
ト
、

キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
等
）

い
ち
ご
狩
り

さ
つ
ま
い
も
苗
植
え

おうちで
みんなで食べる～

パフェにして
食べるのがすき

一
年
間
で
の
活
動
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農業経営意向調査結果のお知らせ農業経営意向調査結果のお知らせ
調査の概要・目的
　農業経営意向調査は、農地利用最適化活動をより効果的に推進するため、農業従事の実態・現況や
農業者の将来に向けた経営意向を把握し、農地の効率的な利用と遊休農地の発生を防止するための基
礎資料とするため、また、「地域計画」の策定・実現に係る取組に活用するため実施しましたので、
その結果をお知らせします。

Ｑ１. あなたの世帯は専業ですか。兼業ですか。

種　　別 専業農家 兼業農家 農業法人 土地持ち
非農家

世 帯 数 461 679 62 691

全体比率 24.4% 35.9% 3.3% 36.5%

専業農家
24.4%土地持ち非農家

36.5%

兼業農家
35.9%

農業法人
3.3%

Ｑ２. 農業経営の部門は何ですか。

種　別 米
（稲作） 野　菜 果　樹 雑穀・芋

類・豆類 花　き 麦　類 その他
作物 畜　産

第１位 867 122 98 43 18 2 39 0
全体比
（前回比）

72.9％
（-6.4％）

10.3％
（+1.6％）

8.2％
（+2.8％）

3.6％
（+0.4％）

1.5％
（-0.1％）

0.2％
（-）

3.3％
（+1.5％）

0％
（-）

第２位 93 258 64 81 19 4 33 2
全体比
（前回比）

16.8％
（-2.3%）

46.6％
（+3.0%）

11.6％
（+0.2%）

14.6％
（-2.5%）

3.4％
（-0.3%）

0.7％
（-）

6.0％
（+0.8%）

0.4％
（-）

第３位 5 51 37 59 12 1 40 3
※(-)…前回調査時に項目のなかった部門

米（稲作）
72.9%

米（稲作）
16.8%

野菜
10.3%

野菜
24.5%

米（稲作） 
2.4%

野菜
46.6%

果樹 8.2%

雑穀・芋類・豆類
28.4%

果樹
17.8%

果樹
11.6%

雑穀・芋類・豆類
3.6%

花き
5.8%

雑穀・芋類・豆類
14.6%

花き 1.5%

麦類 0.5%

花き 3.4%

麦類 0.2%

その他作物
19.2%

麦類 0.7%
その他作物 6.0%その他作物 

3.3%
畜産 0%

畜産 1.4%畜産 0.4%

第１位 第２位 第３位



会津若松市農業委員会だより ［4］

Ｑ３. 今後の農業の維持・発展に向けて、大切だと思うことについて教えてください。
（複数回答可）

農地を維持管理するための体制づくり 895

814新規就農者等の確保・育成
769担い手への農地の集積・集約化

617農業資材等の高騰への支援
506遊休農地の解消及び発生抑制

405有害鳥獣被害対策
390農業生産額増大のための施策

342気候変動対策
248ほ場整備
246今後の地域農業について話し合う場

217スマート農業の推進
128セーフティネットの充実

その他 127

0 200 300100 400 500 600 700 900800 1000

農業経営意向調査の結果は、農家基本台帳の更新とあわせて、農地利用最適化活動を推進す
るための基礎データとして活用します。
⑴ 地域計画の策定に係る工程の一つとして、現況地図や目標地図の作成に役立てます。
⑵ 貸付を希望される方に対しては、借入者をあっせんすることにより、担い手の規模拡大を図ります。 
⑶ 借入を希望される方に対しては、貸付希望者をあっせんすることにより、担い手の規模拡大を図
ります。

⑷ リタイヤを予定している方に対しては、借受者をあっせんすることにより、農地の遊休化を事前
に防止するとともに担い手の集積・集約化を図ります。 

調査へのご理解とご協力ありがとうございました。
区　　域 配布数 回収数 回収率

第１区 南四合・町北・旧市・一箕・東山 365 208 57.0%
第２区 湊 442 292 66.1%
第３区 高野・神指 494 207 41.9%
第４区 門田・大戸 473 319 67.4%
第５区 北会津 893 503 56.3%
第６区 河東 860 528 61.4%

合　　計 3,527 2,057 58.3%
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令
和
６
年
10
月
28
日
に
提
出
し
た
改

善
意
見
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
市
長
か

ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
主
な
内

容
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

１
．
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の

１
．
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の

　
　
集
積
・
集
約
化

　
　
集
積
・
集
約
化

２
．
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・

２
．
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・

　
　
解
消

　
　
解
消

３
．
新
規
参
入
の
促
進

３
．
新
規
参
入
の
促
進

４
．
農
政
全
般
に
関
す
る
意
見

４
．
農
政
全
般
に
関
す
る
意
見

【
意
見
】

①　
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
進
め
る

た
め
、
地
域
計
画
の
策
定
と
担
い
手

を
確
保
す
る
こ
と
。

②　
農
地
中
間
管
理
事
業
を
円
滑
に
進

め
る
た
め
、
市
と
農
業
委
員
会
の
連

携
の
も
と
に
、
事
務
処
理
体
制
を
強

化
す
る
こ
と
。

③　
高
齢
化
が
進
む
中
で
持
続
可
能
な

農
業
を
実
現
す
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト

農
業
を
推
進
す
る
こ
と
。

④　
担
い
手
の
育
成
・
支
援
に
向
け
た

対
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

【
回
答
】

①　
地
域
計
画
の
制
度
を
周
知
し
、
策

定
を
完
了
し
た
。
今
後
は
計
画
の
更

新
を
行
い
、
精
度
を
高
め
て
い
く
。

さ
ら
に
、
新
規
就
農
者
の
確
保
に
向

け
、
国
・
県
及
び
市
の
施
策
に
よ
り

継
続
し
て
取
り
組
み
、
地
域
計
画
に

位
置
付
け
て
い
く
。

②　
農
地
中
間
管
理
機
構
を
介
し
た
農

地
の
貸
借
が
中
心
と
な
る
た
め
、
関

【
意
見
】

①　
遊
休
農
地
を
解
消
し
、
継
続
し
て

耕
作
し
て
い
く
た
め
の
組
織
づ
く
り

を
支
援
す
る
こ
と
。

②　
地
域
ぐ
る
み
で
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
・
解
消
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

【
回
答
】

①　
集
落
営
農
組
織
等
に
よ
る
集
団
転

作
の
推
進
な
ど
必
要
な
支
援
を
行
っ

て
い
く
。

②　
多
面
的
機
能
支
払
制
度
等
を
活
用

し
、
地
域
の
共
同
活
動
を
推
進
し
て

い
く
。

指
導
は
も
と
よ
り
、
就
農
後
の
成
果
に

対
す
る
適
正
な
評
価
と
あ
わ
せ
て
、
販

売
先
の
確
保
等
に
関
す
る
経
営
指
導
や

研
修
等
を
行
う
こ
と
。

【
回
答
】

　
新
規
就
農
者
に
つ
い
て
は
、
希
望
作

付
品
目
等
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
関
係

機
関
に
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
で
就
農

前
に
十
分
な
技
術
指
導
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
就
農
準
備
資
金
制
度
や
市
の

「
未
来
フ
ァ
ー
マ
ー
ス
タ
ー
ト
支
援
事

業
」
の
農
業
研
修
支
援
事
業
の
活
用
も

含
め
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
就
農
後
に

つ
い
て
は
、
定
期
的
な
就
農
状
況
報
告

や
サ
ポ
ー
ト
訪
問
に
お
い
て
成
果
を
確

認
し
、適
正
な
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、

県
や
Ｊ
Ａ
等
が
主
催
す
る
経
営
指
導
や

研
修
等
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
推
進
し

て
い
く
。

ま
え
た
制
度
運
用
と
す
る
よ
う
国
に

要
請
す
る
こ
と
。

④　
イ
ノ
シ
シ
、
ク
マ
等
の
野
生
動
物

の
個
体
数
増
加
に
伴
い
、
電
気
柵
や

捕
獲
わ
な
の
設
置
等
、
捕
獲
に
要
す

る
経
費
へ
の
支
援
を
拡
充
す
る
こ
と
。

【
回
答
】

①　
国
全
体
で
推
進
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
会
津
総
合
開
発
協
議
会
を

通
し
て
要
望
し
て
い
る
。

②　
市
は
こ
れ
ま
で
、
農
業
生
産
資
材

費
高
騰
緊
急
対
策
事
業
費
に
よ
り
、

高
騰
分
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
で

生
産
者
の
営
農
継
続
を
支
援
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
社
会
情

勢
等
を
見
極
め
な
が
ら
、
必
要
な
支

援
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

③　
令
和
９
年
度
以
降
に
水
田
活
用
の

直
接
支
払
交
付
金
を
含
め
た
水
田
政

策
全
体
が
見
直
さ
れ
る
予
定
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
詳
細
を
早
期
に
示

す
と
と
も
に
、
制
度
内
容
に
つ
い
て

生
産
現
場
の
実
態
を
踏
ま
え
た
も
の

と
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
様
々
な
機

会
を
捉
え
て
要
請
し
て
い
く
。

④　
電
気
柵
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
11
の
行
政
区
を
は
じ
め
、
個

人
や
各
種
団
体
へ
支
援
し
て
き
た
経

過
に
あ
る
。

　
　
ま
た
、
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

に
対
し
、
捕
獲
に
係
る
経
費
や
物
品

の
支
給
等
を
行
っ
て
い
る
。

係
機
関
と
連
携
し
、
円
滑
な
事
務
処

理
を
行
う
。

③　
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
支
援
事
業
補

助
金
に
よ
り
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

④　
各
集
落
の
課
題
等
を
整
理
し
な
が

ら
、
担
い
手
確
保
に
向
け
た
各
種
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
意
見
】

　
新
規
就
農
者
に
つ
い
て
は
、
市
新
規

就
農
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
最
大

限
に
発
揮
し
、
就
農
前
の
十
分
な
技
術

【
意
見
】

①　
海
外
需
要
の
掘
り
起
こ
し
や
国
内

生
産
基
盤
の
強
化
、
輸
出
規
制
の
撤

廃
・
緩
和
等
、
農
家
所
得
に
つ
な
が

る
農
産
物
輸
出
拡
大
に
向
け
た
対
策

に
総
合
的
に
取
り
組
む
よ
う
国
・
県

に
要
請
す
る
こ
と
。

②　
農
業
資
材
等
の
高
騰
分
へ
の
十
分

な
補
助
金
等
の
支
援
策
を
講
じ
る
こ

と
。

③　
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
に

つ
い
て
は
、
地
域
農
業
へ
の
影
響
が

甚
大
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
態
を
踏

「
令
和
７
年
度
農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
の

「
令
和
７
年
度
農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
の

改
善
に
関
す
る
意
見
書
」
へ
の
対
応

改
善
に
関
す
る
意
見
書
」
へ
の
対
応
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農地法等の許可申請は余裕をもって！

農地を相続したら
相続登記の申請が必要です
　令和６年４月１日より、相続登記の
申請が義務化されています。
　農地の所有者が亡くなられた際に相
続登記の手続きをしないで年月が経過
してしまうと、登記簿を見ても現在の
所有者がわからなかったり、相続関係
が複雑で売り買い、貸し借りができず
に遊休農地となったりすることがあり
ます。
　農地を守るためにも、相続登記を行
いましょう。
　詳しくは法務省のホーム
ページをご覧ください。

全国農業新聞を
読んでみませんか？
　農業委員会のネットワーク機構であ
る全国農業会議所が、農業者の視点に
立ってお届けする週刊誌です。
　お申し込みはお近くの農業委員・農
地利用最適化推進委員または農業委員
会事務局まで。
　（毎週金曜日発行：月額700円）

内容についてのお問い合わせは、
会津若松市農業委員会事務局まで　Tel. 0242−39−1351
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農業委員会の総会議事録・活動計画は、ホ農業委員会の総会議事録・活動計画は、ホーームペムペーージまたは事務局にて閲覧することができます。ジまたは事務局にて閲覧することができます。

農地の売買・貸し借り・転用等については、農地法の規定に基づく許可申請、または届出が必要です。
●許可案件については、毎月５日までに「受理」したものを当該月２０日前後に開催する総会で審議します。
●届出案件については、随時受付、おおむね１０日前後で受理通知書を発行します。
●申請の際には、記載漏れや誤りがないか、添付書類は揃っているかなどをよく確認してから申請してください。
●申請書、添付書類に不備や不足がありますと、当月分として受付できなくなります。また、「地域計画」の変更手続きが必
要な場合もありますので、事前に窓口でご相談の上、余裕をもって申請手続きを行うようにお願いします。
●３０ａ以上の転用許可申請については、一般社団法人福島県農業会議に意見を聴く必要があるため、早めに協議をお願いします。
※締切日以降の申請は、翌月分扱いとなりますのでご注意ください。（詳しくは農業委員会事務局までご相談ください）

農業者年金で
安心・豊かな老後を
◎こんな方が加入できます
①国民年金第１号被保険者
②年間60日以上農業に従事
③20歳以上60歳未満の方（65歳未
満の国民年金任意加入者も加入可）

◎令和４年１月１日から
　35歳未満で認定農業者に該当しな
い等一定の要件を満たす方は、通常加
入の保険料の納付下限額が２万円から
１万円に引き下げられています。
　詳しくは、お近くの農業
委員・農地利用最適化推進
委員または農業委員会事務
局まで。
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（法務省ＨＰ） （全国農業
新聞ＨＰ）

（会津若松市農業
委員会ＨＰ　　）

（農業者年金
基金ＨＰ　）

アドレス https://www.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp/

事務局移転のお知らせ
市役所本庁舎の完成に伴い、５月７日に河東支所から
移転しました。来庁される際はご注意ください。
【住所】会津若松市東栄町3番46号　本庁舎５階
TEL:0242-39-1351　FAX:0242-39-1482
MAIL:nogyocom@tw.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp

東北電力

会津若松市役所
本庁舎
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鶴城
小学校

セブン
イレブン

葵高校

鶴ヶ城方面▼

▲
会津若松駅方面

来庁者
駐車場
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